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１．はじめに 

近年，鋼床版橋梁の疲労損傷が数多く報告されている．その中でも，輪荷重直下のデッキプレートと主桁

垂直補剛材上端との溶接部の疲労損傷の数が多い 1)．既報 2)では現状構造（未対策）の疲労挙動を報告した．

本研究では，疲労亀裂発生部に対して半円切欠きとストップホール処理を施して疲労実験を行い，鋼床版デ

ッキプレートと主桁垂直補剛材上端の溶接部の疲労損傷対策の有効性について検討した． 

２．実験方法 

 図-1に試験体の形状，寸法と載荷位置を示す．載荷位置は R1，R2と R1再載荷の 3ケース行った．R1載

荷後に損傷対策として各試験部に半円切欠きを，R1-R 試験部のデッキ側亀裂先端部にはストップホールを併

せて施した．載荷荷重は最小荷重を 20kN とし⊿P=160kN，200kN，280kN にて実施した．繰返し載荷速度は

2Hzである．亀裂検出方法は磁粉探傷，浸透探傷，目視を併用した． 

３．実験結果 

図-2に載荷荷重 P=200kN（20~220kN）時の R1-L 試験部の半円切欠き前後の静的載荷試験結果を示す．半

円切欠きにより，補剛材上端部の応力がデッキ側で約 1/5に，補剛材側で約 1/8に低減し，半円切欠き部では

190MPaの応力が発生している． 
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図-1 試験体の形状と寸法 

(b) 側面図 

(a) 平面図 

(c) 断面図（R1試験部） 

(d) 断面図（R2試験部） 
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図-3に R1-R，R1-L，R2-L試験部の補剛材側とデッキ側の溶

接止端部に発生した疲労亀裂の進展状況を，写真-1に R1再載

荷終了時の R1-R，R1-Lの亀裂状況を示す．疲労損傷対策とし

てデッキ側，補剛材側ともに止端亀裂が発生していた R2-L と

R1-L 試験部では補剛材に半円切欠き処理を施し，補剛材側に

止端亀裂が発生し，デッキ側に発生した止端亀裂がデッキに進

展し板厚を貫通させていた R1-R 試験部では，半円切欠きとと

もに貫通亀裂の先端にストップホールを施した． 

疲労試験を行い，以下の結果が得られた． 

(1) デッキ側止端部に生じた亀裂は，半円切欠きによりほとん
ど進展しない 

(2) 補剛材の止端部に発生した亀裂は半円切欠き後も成長しデ

ッキプレートに進展するが，その後進展が著しく遅くなる． 

(3) デッキに進展し貫通するような大きな亀裂も，半円切欠き
とストップホールを併用することにより進展を完全に防止

できる． 

４．まとめ 

本研究によって，半円切欠きによって補剛材上端部の応力が

大きく低減できること，半円切欠きとストップホールを併用す

ることにより，デッキを貫通するような大きな亀裂の進展も完

全に防止できることが明らかになった． 
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R1-R試験部         R1-L試験部 

写真-1 試験部の亀裂状況（R1再載荷終了時） 

 
図-3 亀裂進展状況 

(a) 半円切欠き前（亀裂なし） 

(b) 半円切欠き後（止端亀裂発生後） 

図̶ 2  R1-L試験部の静的載荷試験結果

（P=200kN） 
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